
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表                         
 

法人名 （株）北海道福祉事業協力会 代表者 八戸 翼 
 

法人・ 
事業所 
の特徴 

個々の利用者の生活の場を出来る限り以前の生活のまま出来る様、通い・訪問に力を

入れて日々支援している。また、通い・泊まり・訪問は介護者不在などの緊急時には

随時対応できるよう考えている。職員・利用者共にアットホームな雰囲気となってい

る。 事業所名 『さくら丘』手稲 管理者 曽根 礼子 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 0 人 ３人 0 人 ０人 1 人 人 2 人 人 7 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

1.ご家族や介護者へのこまめな

報告や連絡、聞き取りをしっかり

とおこなって、出来るだけ不安を

取り除くような対応や声掛けを

行う。 
3. 本人や家族との関わりを深

め、声に出来ない気持ちの理解に

努めていく。得た情報や気持ち・

体調の変化をチームで共有し、自

宅での「望む暮らし」を実現でき

るように繋げていく。 

１.個々の気持ちや状態に寄り添

えるよう気を配り、関わりを深め

る努力をした。 

チームで協力し情報の共有に努

めた。  

3.本人の気持ちや体調の変化を

他職員に伝達し共有して支援が

できた。 

表情や動作からも変化を感じ取

るよう心がけた。  

1.ミーティングを利用して、情報

をチームで共有出来た。  
3.利用者様の好みや以前の暮ら

しを聞き取り、深い関わりになる

よう寄り添って支援した。が、ち

ょっとした気付きは見逃しやす

いと感じている。 

3.本人や家族との関わりを深め、

声に出来ない気持ちの理解に努

めていく。得た情報・気持ち・体

調の変化をチームで共有し、「そ

の人らしい暮らし方」を実現でき

る様支援していく。 
5.具体的な地域資源を洗い出し、

利用者様も参加できる取り組み

を考えていく。普段の関わりの中

で、小さな変化を見逃さない様に

見守っていく。 
Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 
なし なし なし なし 

 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

地域の方へ事業所行事の告知や

招待を行う。 
町内の七夕の行事に参加した。 
「ふれあいフェスティバル」に参

加し事業所を見学して頂いた。 

町内の七夕行事に参加して、利用

者様と子供たちのふれあいが出

来て楽しかった。 
事業所を知って頂ける機会持て

て良かった。 

なし 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

なし ていね夏あかりに提灯作成で参

加した。 
利用者様と職員とで提灯を作成

し、達成感や喜びがあった。 

なし 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

運営推進会議で取り上げた議題

を地域の方向けにも発信できる

機会を持つ。 

運営推進会議で聞かれた意見や

疑問点を一緒に考えることが出

来た。 

なし なし 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

防災、災害に備え、備品の準備や

避難経路等の再確認を行う。 
避難訓練時に防災・災害の確認を

行った 
なし 地域や事業所で、防災・災害時に

連携が取れるよう取り組んでい

きたい 


